
【 春 】の語源は? 

・東  雅：年が開ける意で、ハル（開）の義か 

・和 句 解：草木の芽のハル（張）時であることから 

・和 訓 栞：万物のハル（発）候であることから 

・日本釈名：春は晴天が多いことから、ハル（晴）の義 

・南留別志：畑をハル（墾）の義 

・・・等々 

なるほどなるほど、どれも「尤もな」と思えるものばかりです。 

【 桃の節供 】 

 節供（いまは節句と書きます）は、江戸時代は年に５日公式に法制化されていた式日（祝日）だったそうです。 

 この５日を「五節供」といい、いまも重要な年中行事となっています。 

人日（じんじつ 正月七日）、上巳（じょうし 三月三日）、端午（たんご 五月五日）、七夕（しちせき 七月七日）、重陽

（ちょうよう 九月九日）です。 

この上巳の節供が桃の節供のもとで、旧暦三月上旬の「巳の日」という意味で、必ずしも三日ではなかったとか。

古代中国では、上巳の節供には川で禊を行い、穢れを落としその後に宴を張る習慣があり、奈

良～平安時代に貴族階級に取り入れられたのが、日本の桃の節供の始まりといわれます。禊の

変わりに、この日に形代（人形）で体をなで、これに穢れを移して川や海に流しました。今で

も「流し雛」の行事の残る地域がありテレビのニュースや新聞の紙面を飾っています。 

そして、室町時代頃から「質素な形代→豪華な人形」として飾られるようになり、公家の子女

が「雛遊び」として人形や調度品を並べて遊ぶようになりました。それが江戸時代（元禄の頃）

に庶民にまで広がりました。 

日本では春の花の代表は「桜」ですが、発祥の地中国では「桃」。旧暦当時の三月を代表する花であり、もしかし

たら神仙思想（桃は不老長生の果実）の影響かもしれませんね。 

「雛人形は早く片付けないと婚期が遅れる」という話を聞いたことがありますか? 

娘を嫁にやりたくない父親は置いておいて、上述の通り雛人形のルーツは、身の穢れを移した形

代ですから、いつまでも飾っておかずに早くしまった方がいいということでしょう。 

御内裏様と御雛様を飾る配置が、関東と関西では逆になっています。これは、もとは向って右が

御内裏様でしたが、明治天皇の写真が西洋式に習って向って左に立たれたことに由来しています。

春・桃の節供（雛祭り） 

有限会社 ケアライフ･システム
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大変ご無沙汰しております。随分長い期間「すこやか＆スマイル」をお休みしておりました。 m(_ _)m 

お休みをしているうちに、季節は厳しい冬から春へと替ろうとしています。 

そして、ケアライフ･システムも住所が変わりました。ご連絡が遅くなり申し訳ございません。 

裏面に新住所と地図を掲載してあります。お近くにお越しの節は是非お立ち寄り下さい。 

寒さが厳しく長い年ほど春の訪れが待ち遠しいものです。でも、夏は暑く冬は寒くなければ作物は育ちません。

梅の便り・花の便りも聞こえてきます。春はもうすぐ…。 



 

《本 社 移 転 し ま し た》 

事業拡大と作業効率向上のため、去る１月２１日下記住所に移転しました。 

ご案内が遅くなり申し訳ございません。 

今後は、これまで以上に皆様のお役に立つよう、きめ細かなご提案・設計・施工に心がけ、障がい者・高齢者

にも安心してお住まいいただける住宅の建築、アトピー・アレルギー症状、シックハウス症候群、科学物質過

敏症の方にも対応した住まいづくりを続けてまいります。 

お近くにお越しの折には、是非お立ち寄り下さい。 

 

  新 住 所：〒601-8335 京都市南区吉祥院砂ノ町 16 

  新電話番号：０７５-６９３－０３３３ 

  新ＦＡＸ：０７５-２０２－８４５５ 

 

 

 

京都市市民活動センター＆京都市福祉ボランティアセンター共催で《ボランティア・市民活動フェスタ》が開

催されます。 

各地で活動・活躍しているボランティアグループ・ＮＰＯ・市民活動団体約１５０団体がブース出展し、紹介

と交流の場として解放されます。 

子供たちを対象にしたプレゼントや大道芸も予定されています。飲食コーナー・お楽しみ抽選会もあります。 

時間があったら是非覗いてみてください。 

 

  日  時：２００８年 ３月１６日（日）１０：００～１６：００ 

  場  所：京都市勧業館（みやこめっせ）１階 第２展示場 

       （京都市左京区岡崎成勝寺町 9-1） 

         ・京都市営地下鉄東西線「東山駅」下車徒歩 10 分 

         ・京都市バス「京都会館美術館前」下車すぐ 

ケアライフ･システムは「福祉住環境ネットワーク京都」のブースに出展協力します。 

ボランティア・市民活動フェスタ

すこやか＆スマイルへのご意見・ご感想をお待ちしています。また、こんなことが知りたい、

こんな特集をして欲しい等ご要望もお待ちしています。今年もよろしくお願いします。 

     〒601-8335 京都市南区吉祥院砂ノ町 16 

FAX：075-202-8455  E-mail：care-life@zeus.eonet.ne.jp 
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